
 
 
 
 

 
令和６年度のスタートです！ 

校長 小坂 裕紀 

前任の土肥和久校長の後を引き継いで、この４月に着任いたしました 小坂 裕紀（こさか ゆうき）と申

します。区内の綾瀬小学校からの転任となります。私は、足立区で教員をスタートし、その後、他区や行政

の経験を経て、足立区の教育に携わり１０年以上の勤務となりました。引き続き足立区の子供たちの成長に

関われることに大きな喜びを感じております。 

今年度、新田学園は、希望に満ちた１年生１３９名を迎え、小学部（１年生から６年生まで）３２学級、

児童数１０１０名、新たな自覚と誇りをもつ７年生 1８１名を迎え、中学部（７～９年生）１７学級、生徒

数５４３名、計４９学級、１，５５３名でスタートしました（R6.4.7 現在）。本校は都内でも有数の大規

模校に校長として着任させていただき、身の引き締まる思いも感じています。子供たちの健康で安全な日々

をしっかり担保してまいります。 

 

 

 

 

 

 本校の学校教育目標を受け、全教職員で、様々な価値観や情報が混在し自分の生き方を見失いがちになり

やすい社会の中にあっても、「自分で考え、よい判断をし、積極的に行動する」人（リーダーシップ）を、

そして、その結果に責任のもてる人間としての基礎をしっかりと育んでいきます。 

また「人権教育」を推進し、自他を大切にする人を育成するとともに、新田学園 

全教職員の総合力をいかして全教育活動を実施してまいります。保護者並びに地域の 

皆様には、本校の教育活動に対し、今年度もご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

創造的労働者の時代 

 比較的最近まで、私たちは情報化時代に生きていて、試験などでも事実に関する「知識」が重視されてい

ましたが現在は、「創造的労働者」の時代になっていると言われています。それは、これまでトップクラス

のエキスパートしか提供されていなかった知識や情報が、スマートフォン等の普及により、どこでも手に入

るようになったことがあげられます。その結果、以前は膨大な知識量が不可決だった仕事の多くが、コンピ

ューターに代わりつつあります。今やただ知識をもっていても、新たな現実の中で成功できるとは限らない

時代になっているのです。 

 ダニエル・ピンク氏らによれば、これからは、創造性、問題解決能力、そして先見性が重要

だと主張しています。また、発明や設計をしたり、大局的観点で物事を考え意義を見出したり、

傾向に気づいたりするひとが成功者となる。有意義な事柄や知識を駆使して分析し、活用し、

提示し、実行する力が今後、求められていると言っています。 

さらには、今日の現実で真の成功を手にしている人は、創造的労働者の特性に加え、「聞き上手でチーム

をまとめる能力に長けている」とも言っています。私は、時代とともに教育も変わるべきと考えております。

ひとつの考え方ではありますが、今後を生きる児童生徒に必要な力だと考えています。このような力が身に

つくよう教育活動を展開してまいります。 

足立区新田学園の学校教育目標 

地域を愛し、学ぶ意欲に溢れ、国際社会において未来を切り拓く心豊かな児童・生徒を育成する。 

○自ら学ぶ人 ○ともに生きる人 ○健やかでたくましい人 



 
 


